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第１章 調査概要  

1.1 調査目的 

  本調査は、高蔵林特別緑地保全地区における緑地の保全管理計画立案の基礎資料とし

て、当該地区の自然環境の現況を把握することを目的とする。 

 

1.2 調査機関 

発注者 春日井市 

受注者 環境科学株式会社 

  

1.3 調査場所 

調査場所は、図1.3.1に示す高蔵林特別緑地保全地区(面積約9.7ha)とした。 

土地の所在 

   愛知県春日井市高座町外１町地内 

 

1.4 調査期間 

着手 平成17年5月20日 

完了 平成18年3月24日 

 

1.5 調査工程 

   本調査は、以下の工程で実施した。 

 

表1.5.1 調査スケジュール 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

○

植物 植物相 ○ ○

哺乳類 ○

鳥類 ○ ○ ○ ○

爬虫類・両生類 ○

昆虫類 ○ ○ ○

○ ○

○ ○

平成18年平成17年

報告書作成

現地観察会

調査項目＼年・月

調査計画

現
地
調
査

動物
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図1.3.1 調査場所 
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1.6 調査フロー 

調査は、図 1.6.1 に示す流れで実施した。 

 

図 1.6.1 調査の流れ 
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1.7 現地調査 

1.7.1 調査項目および調査時期 

現地調査は、調査範囲における動植物相の現況について把握することを目的として

実施した。植物については、調査範囲における現存植生の把握を目的とし、植生図の

作成を実施した。また、現地調査の結果を踏まえて、夏期および秋期に地元住民を交

えた現地観察会を実施した。 

調査時期は、それぞれの項目に対して適切な時期を選定した。植物では季節により

開花時期が異なることから、一般的な植物の代表的な開花時期である春期と秋季に調

査を実施した。鳥類については、季節的な渡りをおこなう種が比較的多いことから、

それぞれの季節での変化を見るために、4回の調査を実施した。同様に、昆虫類につい

ても季節的な変化が予想されることから、春から秋にかけて3回の調査を実施した。哺

乳類や爬虫類、両生類に関しては、生息場所の季節的な移動をおこなう種が少ないこ

とから年1回の調査とし、哺乳類は代表的なフィールドサインである糞が保存されやす

い冬期に、爬虫類・両生類については活動が活発となり、両生類の繁殖期である春期

に実施した。なお、現地調査は、雨天等を避け、できる限り晴天時に実施することと

した。調査項目および調査内容、調査時期、調査実施日の詳細は、表1.7.1に示したと

おりである。 

 

表1.7.1 現地調査実施状況 

調査内容 調査時期 調査実施日

春期  平成17年5月30日

秋期  平成17年10月6日

 植生図の作成 冬期  平成18年1月20日

 哺乳類  任意観察調査 冬期  平成18年1月11日、12日

春期  平成17年5月19日

夏期  平成17年7月1日

秋期  平成17年10月11日

冬期  平成18年1月11日

 爬虫類
 両生類

 任意観察調査 春期  平成17年5月30日、6月1日

春期  平成17年5月30日、6月1日

夏期  平成17年7月14日

秋期  平成17年10月6日、7日

 ベイトトラップ調査 秋期  平成17年10月6日、7日

調査項目

 植物

動物

 植物相

 ルートセンサス調査
 定点観察調査
 任意観察調査

 鳥類

 任意採集調査
 昆虫類
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1.7.2 調査方法 

(1) 植物 

1) 植物相 

調査範囲内を任意に踏査し、生育が確認された種について記録を行った。また、

現地において種の同定が困難な種については標本を採集し、室内において同定を

行った。なお、調査対象は、蘚苔類・地衣類(コケ)、藻類、菌類を除く、維管束

植物(シダ植物および種子植物)とした。 

 

2) 植生図の作成 

空中写真をもとに調査範囲内の群落の境界線を読みとり、現地踏査によって群

落の詳細を把握しこれを補完した。 

 

(2) 動物 

1) 哺乳類 

① フィールドサイン調査 

調査範囲内を任意に踏査し、哺乳類の足跡、糞、食痕、巣、掘り返し等、フ

ィールドサイン(生活痕跡)の確認に努めた。確認されたフィールドサインにつ

いては写真撮影を行い、確認位置を地図上にプロットした。また、フィールド

サインの内容、周辺の環境等についても記録を行った。 

 

② 自動撮影装置による調査 

既設の林道や、フィールドサイン調査時に確認された「けもの道」など、哺

乳類の往来が予測される位置に赤外線センサーを取り付けたカメラを設置し、

活動中の哺乳類を撮影した。設置時間は夕刻から翌朝までとし、主に夜間に活

動中の個体を対象とした。カメラの設置位置は図1.7.1に示したとおりである。 

 

2)鳥類  

① ルートセンサス調査 

調査範囲に設定したルートを一定の速度で歩きながら、ルート周辺に出現し

た鳥類を姿や鳴き声により確認した。確認された種については、確認位置を地

図上にプロットし、個体数、確認方法、行動内容等について記録を行った。調

査の時間帯は、鳥類の活動が活発な早朝とした。ルート位置は図1.7.1に示した

とおりである。 

 

② 定点観察調査 

調査範囲を広く見渡せる位置に定点を設置し、双眼鏡や望遠鏡を用いて30分
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間の観察を行った。主に猛禽類やサギ類など、広い行動圏を持つ種の確認に適

した方法で、上空や草地等に出現した種を対象に記録を行った。記録内容につ

いては、ルートセンサスと同様とした。調査の時間帯は、ルートセンサス終了

後の早朝とした。定点位置は図1.7.1に示したとおりである。 

 

③ 任意観察 

ルートを定めず、調査範囲内を任意に踏査し、出現した種について記録を行

った。記録内容については他の方法と同様とした。調査の時間帯は、ルートセ

ンサスや定点観察以外の日中とした。 

 

3) 爬虫類・両生類 

調査範囲内を任意に踏査し、成体や幼体、卵等の確認に努めた。確認された個

体については、できる限り写真撮影を行い、確認位置を地図上にプロットした。

また、周辺の環境等についても記録を行った。 

 

4) 昆虫類 

① 任意採集調査 

調査範囲内を任意に踏査し、捕虫網や吸虫管等を用いて、肉眼で見つけて捕

まえる見つけ捕り法、草木や花をなぎ払うようにしてすくいとるスウィーピン

グ法、木の枝や草などを棒でたたいて落下した昆虫をネットで受け取るビーテ

ィング法などにより昆虫類の確認に努めた。その他、チョウ類やトンボ類など

目撃による確認や、セミ類やバッタ類などの鳴き声による確認も記録に含めた。 

採集した昆虫類のうち、現地での同定が困難な種については標本を採取し、

室内において同定を行った。 

 

② ベイトトラップ調査 

地表面で活動するオサムシ類などのコウチュウやアリ類などを捕獲の対象と

したトラップ調査で、口の広いプラスチックコップを口が地表面と同じ高さに

なるように埋設し、コップ内には誘引餌を投入した。誘引餌は、乳酸菌飲料と

ビールの混合液および、腐敗した鶏肉の2種類を用いた。 

トラップの設置場所は、図1.7.1に示した調査範囲北側の落葉広葉樹林内とし、

2種類の誘引餌を投入したコップを15個ずつ、合計30個設置した。トラップは夕

刻に設置し、一晩放置した後、翌朝に回収した。回収したトラップの内容物は

70％エチルアルコールで液浸標本とし、室内において同定および個体数の計数

を行った。 

 



N

0 100m50

図1.7.1　調査地点および調査ルート位置図

凡　例

　　　　調査範囲　　　　

　　　　哺乳類　自動撮影装置

　　　　鳥類　　ルートセンサス

　　　　鳥類　　定点観察

　　　　昆虫類　ベイトトラップ
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第２章 現地調査結果 

2.1 植物 

(1) 調査結果  

1) 植物相 

現地調査で確認された植物は、表2.1.1に示すとおり合計76科205種であった。 

調査範囲はヤブツバキクラス域に属するため、常緑広葉樹であるツブラジイ、アラ

カシ、ヤブニッケイ、タブノキ、サカキ、ヒサカキ、モッコク、カナメモチ、ソヨ

ゴ、クロガネモチ、アオキ、カクレミノ、アセビ、シャシャンボ、クロバイ、ネズ

ミモチ、ヒイラギ、クチナシなどが多く生育していた。また、暖地性の植物である

コシダ、ウラジロ、フモトシダ、コナラ、アベマキ、エノキ、ヤマハギ、アカメガ

シワ、ヤマハゼ、ウメモドキ、キヅタ、モチツツジ、コバノミツバツツジ、テイカ

カズラ、クサギ、ヤブランなどが多くみられた。 

調査範囲を特徴づける植物としては、尾根筋の明るく乾燥した立地に、春先にピ

ンク色の花を咲かせるツツジ類のモチツツジ、コバノミツバツツジが多く生育して

いた。また、谷筋の暗くやや湿った林内に、春先に紫色の花をつけるショウジョウ

バカマ、ギフチョウの食草であるヒメカンアオイが生育していた。 

そのほかに、谷筋にはハンノキの大木が点々と生育しており、かつて調査範囲の

谷間が湿地であったことがうかがえる。 



表2.1.1　植物確認種目録

和名 学名

シダ植物
ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ Lycopodium clavatum ● ●

ﾄｳｹﾞｼﾊﾞ Lycopodium serratum ●
ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ Equisetum arvense ● ●
ﾊﾅﾔｽﾘ ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋﾞ Botruchium japonicum ●
ｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲ Osmunda japonica ●
ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ ｵｵｷｼﾞﾉｵ Plagiogyria euphlebia ●

ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ Plagiogyria japonica ● ●
ｳﾗｼﾞﾛ ｺｼﾀﾞ Dicranopteris linearis ● ●

ｳﾗｼﾞﾛ Gleichenia japonica ● ●
ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ ﾌﾓﾄｼﾀﾞ Microlepia marginata ●

ﾜﾗﾋﾞ Pteridium aquilinum var. latiusculum ● ●
ｲﾉﾓﾄｿｳ ｲﾉﾓﾄｿｳ Pteris multifida ●
ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ Asplenium incisum ●
ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ Struthiopteris niponica ● ●
ｵｼﾀﾞ ﾔﾌﾞｿﾃﾂ Cyrtomium fortunei ● ●

ﾍﾞﾆｼﾀﾞ Dryopteris erythrosora ● ●
ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ Dryopteris uniformis ●
ﾅﾝｺﾞｸﾅﾗｲｼﾀﾞ Leptorumohra miqueliana ssp. fimbriata var. narawensis ● ●
ｲﾉﾃﾞ Polystichum polyblepharum ●

ﾋﾒｼﾀﾞ ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ Thelypteris japonica ● ●
ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾜﾗﾋﾞ Thelypteris viridifrons ●

ﾒｼﾀﾞ ﾋﾛﾊｲﾇﾜﾗﾋﾞ Athyrium wardii ●
ｼｹｼﾀﾞ Deparia japonica ●

ｳﾗﾎﾞｼ ﾉｷｼﾉﾌﾞ Lepisorus thunbergianus ● ●
種子植物・裸子植物
ﾏﾂ ｱｶﾏﾂ Pinus densiflora ● ● 結実
ｽｷﾞ ｽｷﾞ Cryptomeria japonica ● ● 植栽
ﾋﾉｷ ﾋﾉｷ Chamaecyparis obtusa ● ● 植栽

ｵｷｱｶﾞﾘﾈｽﾞ Juniperus pseudorigida ● ● 結実
ﾏｷ ｲﾇﾏｷ Podocarpus macrophyllus ● ●
種子植物・被子植物・双子葉植物・離弁花類
ｶﾊﾞﾉｷ ﾊﾝﾉｷ Alnus japonica ● ●

ﾋﾒﾔｼｬﾌﾞｼ Alnus pendula ● 結実 ● 結実 逸出
ﾌﾞﾅ ｸﾘ Castanea crenata ● ● 結実

ﾂﾌﾞﾗｼﾞｲ Castanopsis cuspidata ● ●
ｱﾗｶｼ Quercus glauca ● ●
ｺﾅﾗ Quercus serrata ● ● 結実
ｱﾍﾞﾏｷ Quercus variabilis ● ●

ﾆﾚ ｴﾉｷ Celtis sinensis var. japonica ● ●
ｱｷﾆﾚ Ulmus parvifolia ● ●

ｸﾜ ﾋﾒｺｳｿﾞ Broussonetia kazinoki ● 結実
ﾀﾃﾞ ｲﾀﾄﾞﾘ Reynoutria japonica ● ● 開花・結実

ｽｲﾊﾞ Rumex acetosa ● 結実
ﾅﾃﾞｼｺ ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ Cerastium glomeratum ● 結実 帰化

ﾂﾒｸｻ Sagina japonica ● 開花・結実
ｺﾊｺﾍﾞ Stellaria media ● 結実 帰化

ﾓｸﾚﾝ ﾎｵﾉｷ Magnolia hypoleuca ● ●
ｺﾌﾞｼ Magnolia praecocissima ● ● 逸出

ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ Cinnamomum camphora ● ●
ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ Cinnamomum japonicum ●
ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ Lindera glauca ●
ﾀﾌﾞﾉｷ Machilus thunbergii ●

ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ Clematis terniflora ●
ﾒｷﾞ ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ Mahonia japonica ● ● 逸出

ﾅﾝﾃﾝ Nandina domestica ● 開花 ● 結実 逸出
ｱｹﾋﾞ ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ Akebia trifoliata ● ● 結実
ﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ Cocculus orbiculatus ● ●
ｾﾝﾘｮｳ ｾﾝﾘｮｳ Sarcandra glabra ● ● 結実
ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ ﾋﾒｶﾝｱｵｲ Heterotropa takaoi ● 開花 ●
ﾂﾊﾞｷ ｻｶｷ Cleyera japonica ● ●

ﾋｻｶｷ Eurya japonica ● ● 結実
ﾓｯｺｸ Ternstroemia gymnanthera ● ● 逸出

ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ Sedum bulbiferum ● 開花
ﾕｷﾉｼﾀ ﾉﾘｳﾂｷﾞ Hydrangea paniculata ● ● 結実
ﾊﾞﾗ ﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ Duchesnea chrysantha ●

ｽﾞﾐ Malus toringo ● ●
ｶﾅﾒﾓﾁ Photinia glabra ●
ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ Prunus grayana ● 結実 ●
ﾔﾏｻﾞｸﾗ Prunus jamasakura ● ●
ｶｽﾐｻﾞｸﾗ Prunus verecunda ● ●
ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ Rhaphiolepis umbellata ● ● 逸出
ﾉｲﾊﾞﾗ Rosa multiflora ● 開花 ●
ﾐﾔｺｲﾊﾞﾗ Rosa paniculigera ● 結実

ﾏﾒ ﾈﾑﾉｷ Albizia julibrissin ●
ｱﾚﾁﾇｽﾋﾞﾄﾊｷﾞ Desmodium paniculatum ● ● 開花・結実 帰化
ﾏﾙﾊﾞﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia stipulacea ● 開花・結実
ﾔﾊｽﾞｿｳ Kummerowia striata ● 結実
ﾔﾏﾊｷﾞ Lespedeza bicolor ● 開花・結実
ﾒﾄﾞﾊｷﾞ Lespedeza cuneata ● ● 結実
ﾈｺﾊｷﾞ Lespedeza pilosa ● ●
ｸｽﾞ Pueraria lobata ● ●
ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ Robinia pseudoacacia ● 開花・結実 ● 結実 帰化
ﾌｼﾞ Wisteria floribunda ●

ｶﾀﾊﾞﾐ ｶﾀﾊﾞﾐ Oxalis corniculata ● 開花 ● 開花
ｱﾏ ｷﾊﾞﾅﾉﾏﾂﾊﾞﾆﾝｼﾞﾝ Linum virginianum ● 開花・結実 帰化
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｱｶﾒｶﾞｼﾜ Mallotus japonicus ● ●
ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ Rhus javanica var. roxburgii ● ●

種名
科名

確認状況 確認状況
備考春期(5/30) 秋期(10/6)
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表2.1.1　植物確認種目録

和名 学名
種名

科名
確認状況 確認状況

備考春期(5/30) 秋期(10/6)

ｳﾙｼ ﾔﾏﾊｾﾞ Rhus sylvestris ● ● 結実
ﾔﾏｳﾙｼ Rhus trichocarpa ● 開花・結実 ● 結実

ｶｴﾃﾞ ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ Acer palmatum ● ●
ﾓﾁﾉｷ ｲﾇﾂｹﾞ Ilex crenata ● ●

ｱｵﾊﾀﾞ Ilex macropoda ● ●
ｿﾖｺﾞ Ilex pedunculosa ● 開花 ● 結実
ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ Ilex rotunda ● ●
ｳﾒﾓﾄﾞｷ Ilex serrata ●

ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ Celastrus orbiculatus ● ● 結実
ﾆｼｷｷﾞ Euonymus alatus ● ● 逸出
ﾏｻｷ Euonymus japonicus ● 逸出

ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ ｸﾏﾔﾅｷﾞ Berchemia racemosa ●
ｲｿﾉｷ Frangula crenata ● ●

ﾌﾞﾄﾞｳ ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ Cayratia japonica ●
ﾂﾀ Parthenocissus tricuspidata ● ●

ｸﾞﾐ ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ Elaeagnus pungens ● ●
ｽﾐﾚ ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ Viola grypoceras ●

ﾏｷﾉｽﾐﾚ Viola makinoi ● 結実
ﾌﾓﾄｽﾐﾚ Viola pumilio ● ●

ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ ｱﾘﾉﾄｳｸﾞｻ Haloragis micrantha ● ●
ﾐｽﾞｷ ｱｵｷ Aucuba japonica ● ●
ｳｺｷﾞ ｵｶｳｺｷﾞ Acanthopanax nipponicus ●

ｺｼｱﾌﾞﾗ Acanthopanax sciadophylloides ●
ﾀﾗﾉｷ Aralia elata ● ●
ｶｸﾚﾐﾉ Dendropanax trifidus ● ●
ﾀｶﾉﾂﾒ Evodiopanax innovans ● ●
ﾔﾂﾃﾞ Fatsia japonica ● ●
ｷﾂﾞﾀ Hedera rhombea ●

ｾﾘ ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ Torilis scabra ● 結実
種子植物・被子植物・双子葉植物・合弁花類
ﾘｮｳﾌﾞ ﾘｮｳﾌﾞ Clethra barbinervis ● 開花 ● 結実
ﾂﾂｼﾞ ﾈｼﾞｷ Lyonia ovalifolia var. elliptica ● 開花 ●

ｱｾﾋﾞ Pieris japonica ●
ﾓﾁﾂﾂｼﾞ Rhododendron macrosepalum ● 開花・結実 ●
ﾔﾏﾂﾂｼﾞ Rhododendron obtusum var. kaempferi ● ●
ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ Rhododendron reticulatum ● 結実 ● 結実
ｼｬｼｬﾝﾎﾞ Vaccinium bracteatum ● ●
ﾅﾂﾊｾﾞ Vaccinium oldhamii ● 開花 ● 結実
ｽﾉｷ Vaccinium smallii var. versicolor ● ●

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ ﾏﾝﾘｮｳ Ardisia crenata ● ● 結実
ｶﾗﾀﾁﾊﾞﾅ Ardisia crispa ●
ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ Ardisia japonica ● ●

ｶｷﾉｷ ｶｷﾉｷ Diospyros kaki ● ● 結実
ｴｺﾞﾉｷ ｴｺﾞﾉｷ Styrax japonicus ● 開花・結実 ●
ﾊｲﾉｷ ｸﾛﾊﾞｲ Symplocos prunifolia ● ● 結実
ﾓｸｾｲ ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ Fraxinus sieboldiana ● ●

ﾈｽﾞﾐﾓﾁ Ligustrum japonicum ●
ｲﾎﾞﾀﾉｷ Ligustrum obtusifolium ● 開花
ﾋｲﾗｷﾞ Osmanthus heterophyllus ● ●

ｷｮｳﾁｸﾄｳ ﾃｲｶｶｽﾞﾗ Trachelospermum asiaticum f. intermedium ●
ｱｶﾈ ﾔｴﾑｸﾞﾗ Galium spurium var. echinospermon ● 結実

ｸﾁﾅｼ Gardenia jasminoides ● ●
ﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ Mitchella undulata ● 開花 ● 結実
ﾍｸｿｶｽﾞﾗ Paederia scandens ● ● 結実

ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ Callicarpa japonica ● ●
ｸｻｷﾞ Clerodendrum trichotomum ●

ｼｿ ﾋﾒｼﾞｿ Mosla dianthera ● 開花・結実
ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ Salvia japonica ● 結実
ﾎﾅｶﾞﾀﾂﾅﾐｿｳ Scutellaria maekawae ● 開花

ﾅｽ ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ Solanum lyratum ●
ｵｵﾊﾞｺ ｵｵﾊﾞｺ Plantago asiatica ●

ﾀﾁｵｵﾊﾞｺ Plantago virginica ● 開花 帰化
ｽｲｶｽﾞﾗ ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera japonica ● 開花 ●

ｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum dilatatum ● 開花 ● 結実
ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ Viburnum wrightii ● ●

ｷｸ ﾖﾓｷﾞ Artemisia princeps ● ● 開花
ｷﾀﾞﾁｺﾝｷﾞｸ Aster pilosus ● 開花 帰化
ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ Eupatorium chinense var. oppositifolium ● ● 開花
ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ Gnaphalium spicatum ● 開花 帰化
ﾌﾞﾀﾅ Hypochoeris radicata ● 開花 帰化
ｵｵﾁﾞｼﾊﾞﾘ Ixeris debilis ● 開花
ﾆｶﾞﾅ Ixeris dentata ● 開花
ｺｳﾔﾎﾞｳｷ Pertya scandens ● ●
ｺｳｿﾞﾘﾅ Picris hieracioides var. glabrescens ●
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ Solidago altissima ● ● 開花 帰化
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ Stenactis annuus ● 帰化
ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ Youngia japonica ● 開花

種子植物・被子植物・単子葉植物
ﾕﾘ ﾉｷﾞﾗﾝ Aletris luteoviridis ● 結実

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ Heloniopsis orientalis ● 結実 ● 結実
ﾀｶｻｺﾞﾕﾘ Lilium formosanum ● 開花・結実 帰化
ﾔﾌﾞﾗﾝ Liriope muscari ● ●
ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ Ophiopogon ohwii ● ● 結実
ｵﾓﾄ Rohdea japonica ● ● 逸出
ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ Smilax china ● ● 結実

ﾔﾏﾉｲﾓ ﾆｶﾞｶｼｭｳ Dioscorea bulbifera ●
ﾔﾏﾉｲﾓ Dioscorea japonica ●
ｵﾆﾄﾞｺﾛ Dioscorea tokoro ● 結実
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表2.1.1　植物確認種目録

和名 学名
種名

科名
確認状況 確認状況

備考春期(5/30) 秋期(10/6)

ｱﾔﾒ ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ Sisyrinchium atlanticum ● 開花 帰化
ｲｸﾞｻ ｲ Juncus effusus var. decipiens ● 開花 ● 結実
ﾂﾕｸｻ ﾂﾕｸｻ Commelina communis ● ● 開花・結実
ｲﾈ ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron racemiferum ● 開花

ｶﾓｼﾞｸﾞｻ Agropyron tsukushiense var. transiens ● 開花
ﾇｶﾎﾞ Agrostis clavata ssp. matsumurae ● 開花
ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ Andropogon virginicus ● ● 開花 帰化
ﾄﾀﾞｼﾊﾞ Arundinella hirta ● 開花
ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ Briza minor ● 開花 帰化
ｲﾇﾑｷﾞ Bromus catharticus ● 開花 帰化
ﾒﾋｼﾊﾞ Digitaria ciliaris ● 開花・結実
ﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ Festuca parvigluma ● 開花
ﾁｶﾞﾔ Imperata cylindrica var. koenigii ● 開花 ●
ﾈｽﾞﾐﾑｷﾞ Lolium multiflorum ● 開花 帰化
ｽｽｷ Miscanthus sinensis ● ● 開花
ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ Oplismenus undulatifolius var. japonicus ● ● 開花
ｵｵｸｻｷﾋﾞ Panicum dichotomiflorum ● 開花 帰化
ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ Paspalum dilatatum ● 開花・結実 帰化
ﾖｼ Phragmites australis ● ● 開花
ﾓｳｿｳﾁｸ Phyllostachys pubescens ● 帰化、植栽・逸出
ｹﾈｻﾞｻ Pleioblastus shibuyanus f. pubescens ● ●
ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ Poa annua ● 開花
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ Setaria faberi ● 開花・結実
ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ Setaria pallide-fusca ● 開花・結実
ｶﾆﾂﾘｸﾞｻ Trisetum bifidum ● 開花

ﾔｼ ｼｭﾛ Trachycarpus fortunei ● ● 逸出
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ﾅｷﾘｽｹﾞ Carex lenta ● 結実

ﾀﾁｽｹﾞ Carex maculata ● 結実
ﾓｴｷﾞｽｹﾞ Carex tristachya ● 結実
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Cyperus microiria ● 結実
ｵﾆｶﾞﾔﾂﾘ Cyperus pilosus ● 結実
ﾃﾝﾂｷ Fimbristylis dichotoma ● 結実

ﾗﾝ ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ Goodyera schlechtendaliana ● 結実
ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ Platanthera minor ● ●

76科 169種 － 150種 － －

注）科名・種名および配列は、原則として環境庁の植物目録1987に従った。
　　備考の帰化は、原則として(日本生態学会、2002)「外来種ハンドブック」に掲載されている種。
　　貴重種選定基準は下記のとおりである。
　　　①：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(1992、法律第75号)に定められた国内希少野生動植物種
　　　②：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物8（植物Ⅰ 維管束植物）」(2000、環境庁)に掲載されている種
　　　③：「愛知県版レッドデータブック(植物編)」(2001、愛知県)に掲載されている種
　　　④：「保全を要する自然環境要素分布調査報告書」(1989、愛知県農地林務部)の調査対象種(要素)

205種
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2) 植生 

調査範囲を表2.1.2に示す9タイプの植生で区分した。調査範囲の現存植生図は図

2.1.1に示すとおりである。 

 

表 2.1.2 調査範囲の植生区分 

No. 群落名

1  コナラ群落

2  アカマツ群落

3  アカマツ－ネズ群落

4  ハリエンジュ群落

5  竹林

6  アカマツ低木群落

7  ススキ群落

8  ヨシ群落

9  管理草地  

 

調査範囲のほとんどを占める丘陵斜面は、尾根から斜面上部の乾燥した立地に常

緑針葉樹二次林のアカマツ群落が、斜面中部から谷筋の適潤な立地に落葉広葉樹二

次林のコナラ群落が広く分布していた。また、占有面積は少ないが、調査範囲南部

の尾根上に分布する痩せ地にアカマツ－ネズ群落が成立していた。そのほかに、住

宅地と接する調査範囲北東端に竹林がわずかに分布していた。 

調査範囲北中部に分布する平坦地は、かつて丘陵谷間の湿地であったと考えられ

るが、現在は乾性化が進んでおり、一部に湿生植物群落のヨシ群落がみられたもの

の、ススキ群落、アカマツ低木群落が大半を占めていた。そのほかに占有面積は少

ないが、管理草地、ハリエンジュ群落が分布していた。 
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図2.1.1　現存植生図

N

0 100m50

                                                                                                                                          13



 

 14

2.2 動物 

2.2.1 哺乳類 

(1) 調査結果  

現地調査の結果、表2.2.1に示すとおり、3目5科5種の哺乳類が確認された。確

認位置は図2.2.1に示した。 

確認種の多くは、フィールドサインにより生息が確認され、ニホンモグラ属の

一種は坑道、ノウサギ、アライグマ、タヌキ、イタチ属の一種は糞が確認された。

また、夜間に設置した自動撮影装置により、タヌキおよびアライグマが撮影され

た。 

 

表2.2.1 哺乳類確認種目録 

注1)愛知県の丘陵地には、地下性のモグラ科類としてコウベモグラとアズマモグラが分布する。両者を坑道に 

より識別することは困難であるため、ニホンモグラ属の一種として記録した。 

注2)愛知県には、イタチ属類としてイタチとチョウセンイタチが分布する。両者を糞により識別することは困 

難であるため、イタチ属の一種として記録した。 

 

 

 

和　名 学　名

モグラ モグラ ニホンモグラ属の一種 Mogera sp.

ウサギ ウサギ ノウサギ Lepus brachyurus

ネコ アライグマ アライグマ Procyon lotor

イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides

イタチ イタチ属の一種 Mustela sp.

3目 5科 5種

目　名 科　名
種　名



N

0 100m50

図2.2.1　哺乳類確認位置図

凡　例

　　　　調査範囲　　　　

　　　　ニホンモグラ属の一種

　　　　ノウサギ

　　　　アライグマ

　　　　タヌキ

　　　　イタチ属の一種

糞

糞

ため糞

糞

糞
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成獣
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2.2.2 鳥類 

(1) 調査結果  

現地調査の結果、表2.2.2に示すとおり、春期に20種、夏期に22種、秋期に16種、

冬期に26種が確認された。 

当該調査地は、アカマツやコナラを中心とした二次林で、これらの樹林が調査地

の大半を占めているため、今回の調査で確認された鳥類はその大半が樹林性の種で

あり、コゲラ、ヒヨドリ、エナガ、メジロなど樹林に典型的な種が多い結果となっ

た。そのほか、サンショウクイやキビタキ、ルリビタキ、シロハラなどの季節的な

移動を行う夏鳥や冬鳥も確認されており、これらの重要な生息地となっているほか、

生態系の上位に位置するハイタカやノスリなどの餌場としても利用されている様子

が窺え、市街地に隣接する丘陵地としては、比較的多様性に富んだ鳥類相であると

言える。 
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表2.2.2 鳥類確認種目録 

注1)種の和名、学名、配列については、「日本鳥類目録 改訂第4版 1974年 日本鳥学会」に従った。 

 

 

 

 

和名 学　名 春期 夏期 秋期 冬期

ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ Phalacrocorax carbo 留鳥   ○    ○    ○  
ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｱｵｻｷﾞ Ardea cinerea 留鳥   ○  
ｶﾓ ｶﾓ ｶﾙｶﾞﾓ Anas poecilorhyncha 留鳥   ○  
ﾀｶ ﾀｶ ﾊｲﾀｶ Accipiter nisus 漂鳥   ○  

ﾉｽﾘ Buteo buteo 漂鳥   ○  
ｷｼﾞ ｷｼﾞ ｺｼﾞｭｹｲ Bambusicola thoracica 留鳥   ○    ○    ○    ○  

ｷｼﾞ Phasianus colchicus 留鳥   ○  
ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞﾊﾞﾄ Streptopelia orientalis 留鳥   ○    ○    ○    ○  
ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ ﾖﾀｶ Caprimulgus indicus 夏鳥   ○  
ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ ｱｵｹﾞﾗ Picus awokera 留鳥   ○  

ｺｹﾞﾗ Dendrocopos kizuki 留鳥   ○    ○    ○    ○  
ｽｽﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞﾒ Hirundo rustica 夏鳥   ○    ○  

ｲﾜﾂﾊﾞﾒ Delichon urbica 夏鳥   ○  
ｾｷﾚｲ ｷｾｷﾚｲ Motacilla cinerea 留鳥   ○    ○    ○  

ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ Motacilla grandis 留鳥   ○    ○  
ｻﾝｼｮｳｸｲ ｻﾝｼｮｳｸｲ Pericrocotus divaricatus 夏鳥   ○  
ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄﾞﾘ Hypsipetes amaurotis 留鳥   ○    ○    ○    ○  
ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ Lanius bucephalus 留鳥   ○    ○    ○  
ﾋﾀｷ ﾙﾘﾋﾞﾀｷ Tarsiger cyanurus 漂鳥   ○  

ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ Phoenicurus auroreus 冬鳥   ○  
ｼﾛﾊﾗ Turdus pallidus 冬鳥   ○  
ﾂｸﾞﾐ Turdus naumanni 冬鳥   ○  
ｳｸﾞｲｽ Cettia diphone 留鳥   ○    ○    ○  
ﾒﾎﾞｿﾑｼｸｲ Phylloscopus borealis 旅鳥   ○    ○  
ｷﾋﾞﾀｷ Ficedula narcissina 夏鳥   ○    ○  

ｴﾅｶﾞ ｴﾅｶﾞ Aegithalos caudatus 留鳥   ○    ○    ○  
ｼｼﾞｭｳｶﾗ ﾔﾏｶﾞﾗ Parus varius 留鳥   ○    ○    ○    ○  

ｼｼﾞｭｳｶﾗ Parus major 留鳥   ○    ○    ○  
ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞﾛ Zosterops japonica 留鳥   ○    ○    ○    ○  
ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼﾞﾛ Emberiza cioides 留鳥   ○    ○  
ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ Carduelis sinica 留鳥   ○    ○    ○  

ﾍﾞﾆﾏｼｺ Uragus sibiricus 冬鳥   ○  
ｲｶﾙ Eophona personata 留鳥   ○    ○    ○  

ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞﾒ Passer montanus 留鳥   ○    ○    ○    ○  
ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄﾞﾘ Sturnus cineraceus 留鳥   ○  
ｶﾗｽ ｶｹｽ Garrulus glandarius 留鳥   ○    ○  

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ Corvus corone 留鳥   ○  
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ Corvus macrorhynchos 留鳥   ○    ○    ○    ○  

15目 35科 － 20種 22種 16種 26種

科名
種　名

38種

調査時期渡り
区分

目名
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2.2.3 爬虫類・両生類 

現地調査の結果、カナヘビが確認された。確認種の目録は表2.2.3に、確認位置は図

2.2.2に示した。 

カナヘビの生息が確認されたのは、調査地北部のススキやヨシが生育する草地で、

日中に地表を徘徊する成体を2個体確認した。 

今回の調査では水辺に生息するカメ類や両生類の生息が確認されなかった。当該調

査地には、調査地東部の樹林に小規模な沢が流れる程度で、水田やため池、河川など

の安定した水辺を欠いており、水辺に依存する種の生息の可能性は低いものと考えら

れる。 

 

表2.2.3 爬虫類・両生類確認種目録 

注1)種の和名、学名、配列については、「爬虫両棲類学会報 第2003巻 第１号 日本爬虫両棲類学会」 

に従った。  

 

 

写真2.2.5 カナヘビ(撮影日：平成17年6月1日) 

 

和　名 学　名

トカゲ カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides

1目 1科 1種

種　名
目 名 科　名



N

0 100m50

図2.2.2　爬虫類・両生類確認位置図

凡　例

　　　　調査範囲　　　　

　　　　カナヘビ

成体

成体

                                                                                                                                          19
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2.2.4 昆虫類 

現地調査の結果、16目112科280種の昆虫類が確認された。期別、調査方法別の確認

種の一覧を表2.2.4に示した。 

調査時期別にみた確認種数は、春期 112 種、夏期 116 種、秋期 127 種とほぼ同様で

あったが、種構成には季節的な違いが認められた。 

春期調査ではサラサヤンマやニッポンヒゲナガハナバチ、ギフチョウなど、夏期調

査ではオンブバッタやショウリョウバッタ、トノサマバッタなど、秋期調査ではマツ

ムシやカネタタキ、クビキリギスなどが確認され、それぞれの季節を反映した結果が

得られた。また、ベイトトラップ調査を実施したことにより、ミカワオサムシやマイ

マイカブリ、ヒラタゴミムシ類など樹林性のオサムシ類が多く確認された。 

調査地は大半がアカマツやコナラなどの高木によって密に覆われた樹林であり、マ

ツアワフキ、ウバタマムシ、アカハラクロコメツキムシなどのマツ類に依存している

種や、ツンプトクチブトゾウムシ、クロヒラタヨコバイなど、コナラ類に見られる種

が確認された。草地環境に生息するバッタや飛翔性の強いチョウ・トンボなどの多く

は、調査地南部の尾根および北部の管理草地周辺で確認された。 

調査地東部のコナラ林内には谷沿いに小さな沢があり、ここではモンキマメゲンゴ

ロウやキベリヒラタガムシといった水生昆虫が確認された。また、調査地北部の草地

ではヨシがまとまって見られるなど、湿地環境の面影を残しており、ハラビロトンボ

やサラサヤンマといった好湿地性の種が確認された。 

 



表2.2.4　昆虫類確認種目録

春期 夏期
和　名 学　名 任意 任意 任意 ベイトトラップ

ﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Entomobryidae gen. sp. 1
ﾄﾝﾎﾞ ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes sponsa ○

ｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ Sympecma paedisca ○
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Calopteryx atrata ○
ﾔﾝﾏ ｻﾗｻﾔﾝﾏ Oligoaeschna pryeri ○
ﾄﾝﾎﾞ ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Lyriothemis pachygastra ○

ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum albistylum ○ ○
ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ Pantala flavescens ○ ○
ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ Pseudothemis zonata ○
ﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ Rhyothemis fuliginosa ○
ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ Sympetrum eroticum ○ ○

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica ○ ○ 6
ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ Hierodula patellifera ○

ｵｵｶﾏｷﾘ Tenodera aridifolia ○
ｵｵｶﾏｷﾘの一種 Tenodera sp. ○

ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus ○
ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾓﾘｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus sylvestris ○ 81

ﾋｹﾞｼﾛｽｽﾞ Polionemobius flavoantennalis 3
ﾏﾂﾑｼ ﾏﾂﾑｼﾓﾄﾞｷ Aphonoides japonicus ○

ｱｵﾏﾂﾑｼ Truljalia hibinonis ○
ﾏﾂﾑｼ Xenogryllus marmoratus ○

ｸﾏｽｽﾞﾑｼ ｸﾏｽｽﾞﾑｼ Sclerogryllus punctatus 7
ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ Ornebius kanetataki ○
ｷﾘｷﾞﾘｽ ｻﾄｸﾀﾞﾏｷﾓﾄﾞｷ Holochlora japonica ○

ﾂﾕﾑｼ Phaneroptera falcata ○ ○
ﾎｼｻｻｷﾘ Conocephalus maculatus ○ ○
ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ Euconocephalus varius ○

ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ Atractomorpha lata ○
ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ Acrida cinerea ○

ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ Locusta migratoria ○
ﾂﾏｸﾞﾛｲﾅｺﾞﾓﾄﾞｷ Stethophyma magister ○
ﾋﾅﾊﾞｯﾀ Glyptobothrus maritimus ○ ○ ○
ﾂﾁｲﾅｺﾞ Patanga japonica ○ ○ ○

ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica ○ ○
ﾋﾒﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix minor ○
ﾓﾘﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix silvicultrix ○

ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼﾓﾄﾞｷ Baculum irregulariterdentatum ○
ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ Gonolabis marginalis ○
ﾁｬﾀﾃﾑｼ ｹﾌﾞｶﾁｬﾀﾃ ｳｽﾍﾞﾆﾁｬﾀﾃ Amphipsocus rubrostigma ○

ﾁｬﾀﾃ ｽｼﾞﾁｬﾀﾃ Psococerastis tokyoensis ○ ○
ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾋｼｳﾝｶ Pentastiridius apicalis ○

ｳﾝｶ ｸﾛﾊﾞﾈﾃﾗｳﾁｳﾝｶ Terauchiana nigripennis ○
ｺﾌﾞｳﾝｶ Tropidocephala brunnipennis ○
ｳﾝｶ科の一種 Delphacidae gen. sp. ○

ｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ ｳｽｸﾞﾛｺｶﾞｼﾗｳﾝｶ Akotropis fumata ○
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ Geisha distinctissima ○
ｾﾐ ｸﾏｾﾞﾐ Cryptotympana facialis ○

ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ Graptopsaltria nigrofuscata ○ ○
ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ Meimuna opalifera ○
ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ Platypleura kaempferi ○

ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷ ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷ Eoscartopis assimilis ○
ｱﾜﾌｷﾑｼ ﾏﾂｱﾜﾌｷ Aphrophora flavipes ○

ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ Aphrophora maritima ○ ○
ﾎｼｱﾜﾌｷ Aphrophora stictica ○

ﾖｺﾊﾞｲ ｱｵｽﾞｷﾝﾖｺﾊﾞｲ Batracomorphus mundus ○
ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ Penthimia nitida ○
ｼﾏｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Planaphrodes sahlbergi ○
ｵｻﾖｺﾊﾞｲ Tartessus ferrugineus ○
ﾂﾏｸﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ Bothrogonia ferruginea ○ ○
ｵｵﾖｺﾊﾞｲ Cicadella viridis ○ ○
ｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ Hecalus prasinus ○

ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ﾒﾝｶﾞﾀｶｽﾐｶﾒ Eurystylus coelestialium ○
ﾊｷﾞﾒﾝｶﾞﾀｶｽﾐｶﾒ Eurystylus lutens ○ ○
ﾅｶﾞﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ属の一種 Lygocoris sp. ○
ﾏﾂﾄﾋﾞｶｽﾐｶﾒ Phoenicocoris kyushuensis ○

ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ﾊﾈﾅｶﾞﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ Nabis stenoferus ○
ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ Corythucha marmorata ○ ○
ｻｼｶﾞﾒ ｼﾏｻｼｶﾞﾒ Sphedanolestes impressicollis ○
ｲﾄｶﾒﾑｼ ｲﾄｶﾒﾑｼ Yemma exilis ○
ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Nysius plebejus ○

ﾎｿﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Ninomimus flavipes ○
ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ Geocoris proteus ○
ｵｵﾒｶﾒﾑｼ Piocoris varius ○ ○
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pachygrontha antennata ○ ○
ﾁｬｲﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Neolethaeus dallasi ○

ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Chauliops fallax ○ ○

秋期
目　名 科　名

種　名

21



表2.2.4　昆虫類確認種目録

春期 夏期
和　名 学　名 任意 任意 任意 ベイトトラップ

秋期
目　名 科　名

種　名

ｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta gutta ○
ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ Leptocorisa chinensis ○ ○

ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ Riptortus clavatus ○ ○
ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ Homoeocerus unipunctatus ○

ﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼの一種 Homoeocerus sp. ○
ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ Hygia opaca ○

ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ Stictopleurus punctatonervosus ○ ○
ﾏﾙｶﾒﾑｼ ｷﾎﾞｼﾏﾙｶﾒﾑｼ Coptosoma japonicum ○

ﾏﾙｶﾒﾑｼ Megacopta punctatissima ○ ○ ○
ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾁﾋﾞﾂﾔﾂﾁｶﾒﾑｼ Chilocoris confusus ○

ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis ○
ｷﾝｶﾒﾑｼ ﾁｬｲﾛｶﾒﾑｼ Eurygaster testudinaria ○
ｶﾒﾑｼ ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus ○
ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ Gonopsis affinis ○ ○

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属の一種 Hemerobius sp. ○
ﾁｬﾊﾞﾈﾋﾒｶｹﾞﾛｳ Micromus numerosus ○

ｸｻｶｹﾞﾛｳ ﾔﾏﾄｸｻｶｹﾞﾛｳ Chrysoperla carnea ○
ｱｶｽｼﾞｸｻｶｹﾞﾛｳ Chrysoperla furcifera ○

ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ Hybris subjacens ○
ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾐｶﾜｵｻﾑｼ Carabus arrowianus ○ ○ 1

ﾏｲﾏｲｶﾌﾞﾘ Damaster blaptoides 1
ﾖﾘﾄﾓﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus yoritomus ○ ○ 19
ﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ属類 Pterostichus spp. 2
ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis 62
ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus cycloderus 21
ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus dulcigradus 12
ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus nitidus 39
ﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Stenolophus fulvicornis ○

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ﾓﾝｷﾏﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Platambus pictipennis ○
ｶﾞﾑｼ ｾﾏﾙｹｼｶﾞﾑｼ Cryptopleurum subtile 1

ｷﾍﾞﾘﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ Enochrus japonicus ○
ﾊﾈｶｸｼ ｱｶﾊﾞﾊﾈｶｸｼ Platydracus paganus 1
ﾏﾙﾊﾅﾉﾐ ﾁﾋﾞﾏﾙﾊﾅﾉﾐ属の一種 Cyphon sp. ○
ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Geotrupes laevistriatus ○ 18
ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus atripennis 1

ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ Anomala albopilosa ○
ﾋﾒﾄﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ Lasiotrichius succinctus ○
ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ Oxycetonia jucunda ○ ○
ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ Protaetia orientalis ○ ○

ﾀﾏﾑｼ ｳﾊﾞﾀﾏﾑｼ Chalcophora japonica ○
ﾑﾈｱｶﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus imitans ○
ﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ属の一種 Agrilus sp. ○
ｸｽﾞﾉﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ Trachys auricollis ○ ○
ﾏﾙｶﾞﾀﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ Trachys inedita ○

ｺﾒﾂｷﾑｼ ｳﾊﾞﾀﾏｺﾒﾂｷ Paracalais berus ○
ｱｶﾊﾗｸﾛｺﾒﾂｷ Ampedus hypogastricus ○
ｵｵｸﾛｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus restrictus ○
ｸﾛﾊﾅｺﾒﾂｷ Cardiophorus pinguis ○

ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ﾋﾒﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ Lyponia delicatula ○
ｶｸﾑﾈﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ Lyponia quadricollis ○

ﾎﾀﾙ ｵﾊﾞﾎﾞﾀﾙ Lucidina biplagiata ○
ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｾﾎﾞｼｼﾞｮｳｶｲ Athemus vitellinus ○
ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ｸﾛｱｵｹｼｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ Dasytes japonicus ○

ﾋﾛｵﾋﾞｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ Intybia historio ○
ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾑｰｱｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ Calvia muiri ○

ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ Coccinella septempunctata ○ ○
ﾅﾐﾃﾝﾄｳ Harmonia axyridis ○ ○
ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ Propylea japonica ○ ○

ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ Oedemeronia lucidicollis ○
ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ｱｵﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ Arthromacra decora ○
ｸﾁｷﾑｼ ｸﾁｷﾑｼ Allecula melanaria ○

ｳｽｲﾛｸﾁｷﾑｼ Allecula simiola ○ ○
ｸﾛﾂﾔﾊﾞﾈｸﾁｷﾑｼ Hymenalia unicolor ○

ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｷﾏﾜﾘ Plesiophthalmus nigrocyaneus ○
ｶﾐｷﾘﾑｼ ｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ Corymbia succedanea ○
ﾊﾑｼ ｸﾛﾋﾒﾂﾂﾊﾑｼ Coenobius piceus ○

ﾊﾞﾗﾙﾘﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus approximatus ○
ｸﾛﾎﾞｼﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus signaticeps ○
ｼﾞｭｳｼﾎｼﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus tetradecaspilotus ○
ﾄﾞｳｶﾞﾈﾂﾔﾊﾑｼ Oomorphoides cupreatus ○
ｱｵﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Basilepta fulvipes ○
ﾏﾀﾞﾗｱﾗｹﾞｻﾙﾊﾑｼ Demotina fasciculata ○
ﾋﾒｷﾊﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Pagria signata ○ ○
ﾑﾅｸﾞﾛﾂﾔﾊﾑｼ Arthrotus niger ○
ｳﾘﾊﾑｼ Aulacophora femoralis ○ ○
ﾎﾀﾙﾊﾑｼ Monolepta dichroa ○
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表2.2.4　昆虫類確認種目録

春期 夏期
和　名 学　名 任意 任意 任意 ベイトトラップ

秋期
目　名 科　名

種　名

ｺｳﾁｭｳ ﾊﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾂﾌﾞﾉﾐﾊﾑｼ Aphthona strigosa ○
ｷｱｼﾉﾐﾊﾑｼ Luperomorpha tenebrosa ○

ｵﾄｼﾌﾞﾐ ｴｺﾞﾂﾙｸﾋﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ Cycnotrachelus roelofsi ○ ○
ｶｼﾙﾘｵﾄｼﾌﾞﾐ Euops splendidus ○
ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ Auletobius uniformis ○

ｿﾞｳﾑｼ ﾂﾝﾌﾟﾄｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ Myllocerus nipponensis ○
ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ Eugnathus distinctus ○ ○
ｵｼﾞﾛｱｼﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Mesalcidodes trifidus ○

ﾊﾁ ﾊﾊﾞﾁ ﾋﾗｱｼﾊﾊﾞﾁ Croesus japonicus ○
ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 Ichneumonidae gen. sp. ○
ﾂﾁﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Campsomeriella annulata ○ ○

ﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Campsomeris schulthessi ○
ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Pachycondyla chinensis 10

ﾃﾗﾆｼｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster brunnea ○ ○
ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis ○ 11
ｸﾎﾞﾐｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster vagula ○
ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Leptothorax congruus ○
ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens ○
ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum ○
ﾙﾘｱﾘ Ochetellus glaber ○
ｱﾒｲﾛｵｵｱﾘ Camponotus devestivus 1
ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus japonicus ○ ○ ○
ﾐｶﾄﾞｵｵｱﾘ Camponotus kiusiuensis ○
ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus obscuripes ○ ○
ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus tokioensis ○
ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica japonica ○

ｱﾘ ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes ○ 44
ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ﾔﾏﾄｽｼﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Ancistrocerus japonicus ○

ﾐｶﾄﾞﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ Eumenes micado ○
ﾑﾓﾝﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ Eumenes rubronotatus ○
ﾐｶﾄﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Euodynerus nipanicus ○
ｵｵｶﾊﾞﾌﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Orancistrocerus drewseni ○

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾑﾓﾝﾎｿｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Parapolybia indica ○ ○
ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes jadwigae ○ ○
ｷﾎﾞｼｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes mandarinus ○
ｷｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes rothneyi ○ ○
ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa analis ○ ○
ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa simillima ○ ○
ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa tropica ○

ｱﾅﾊﾞﾁ ｻﾄｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ Ammophila sabulosa ○
ｼﾜﾌﾟｾﾝの一種 Psen sp. ○

ﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ ｱｼﾌﾞﾄﾑｶｼﾊﾅﾊﾞﾁ Colletes patellatus ○
ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ﾂﾞﾏﾙｺﾊﾅﾊﾞﾁの一種 Lasioglossum sp. ○
ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ属の一種 Andrena sp. ○
ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ ﾆｯﾎﾟﾝﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾊﾞﾁ Tetralonia nipponensis ○

ｸﾏﾊﾞﾁ Xylocopa appendiculata ○ ○
ﾐﾂﾊﾞﾁ ｺﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ Bombus ardens ○

ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ Apis cerana ○
ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ﾔﾏﾄｼﾘｱｹﾞ Panorpa japonica ○ ○
ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｷｺﾞｼｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Longurio pulverosus ○

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の一種 Tipula sp. ○
ｶ ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶの一種 Aedes sp. ○

ｲｴｶの一種 Culex sp. ○
ﾕｽﾘｶ ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ Chironomus yoshimatsui ○
ｹﾊﾞｴ ｸﾛﾄｹﾞﾅｼｹﾊﾞｴ Plecia adiastola ○
ﾐｽﾞｱﾌﾞ ﾈｸﾞﾛﾐｽﾞｱﾌﾞ Craspedometopon frontale ○
ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｱｵﾒｱﾌﾞ Cophinopoda chinensis ○ ○

ｼｵﾔｱﾌﾞ Promachus yesonicus ○
ﾏｶﾞﾘｹﾑｼﾋｷ Neoitamus angusticornis ○
ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ科の一種 Asilidae gen. sp. ○

ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾓﾓﾌﾞﾄｾﾀﾞｶｵﾄﾞﾘﾊﾞｴの一種 Hybos sp. ○
ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞｷﾝﾊﾞｴ Dolichopus nitidus ○
ﾊﾅｱﾌﾞ ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ Episyrphus balteatus ○ ○

ｷﾀﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ Sphaerophoria philanthus ○
ﾂﾏｸﾞﾛｺｼﾎﾞｿﾊﾅｱﾌﾞ Allobaccha apicalis ○
ｷｺﾞｼﾊﾅｱﾌﾞ Eristalinus quinquestriatus ○
ｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis cerealis ○
ｷｮｳｺｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis kyokoae ○
ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ Phytomia zonata ○
ﾊﾗｱｶﾅｶﾞﾊﾅｱﾌﾞ Xylota frontalis ○

ﾔﾁﾊﾞｴ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾁﾊﾞｴ Sepedon aenescens ○
ｼﾏﾊﾞｴ ｼﾏﾊﾞｴ科の一種 Lauxaniidae gen. sp. ○
ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ属の一種 Drosophila sp. ○

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科類 Drosophilidae gen. spp. 8
ｸﾛﾊﾞｴ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ Stomorhina obsoleta ○

ｸﾛﾊﾞｴ科類 Calliphoridae gen. spp. ○ 1
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表2.2.4　昆虫類確認種目録

春期 夏期
和　名 学　名 任意 任意 任意 ベイトトラップ

秋期
目　名 科　名

種　名

ﾊｴ ﾆｸﾊﾞｴ ﾆｸﾊﾞｴ属類 Sarcophaga spp. ○
ﾆｸﾊﾞｴ科類 Sarcophagidae gen. spp. 2

ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Tachinidae gen. sp. ○
ﾁｮｳ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞ ﾎｿｵﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞ Nemophora aurifera ○

ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ﾎﾀﾙｶﾞ Pidorus atratus ○
ﾒｲｶﾞ ﾂﾄｶﾞ Ancylolomia japonica ○

ﾋﾒﾄｶﾞﾘﾉﾒｲｶﾞ Anania verbascalis ○
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ Cnaphalocrocis medinalis ○
ﾜﾀﾍﾘｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Diaphania indica ○
ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ Spoladea recurvalis ○

ｾｾﾘﾁｮｳ ﾀﾞｲﾐｮｳｾｾﾘ Daimio tethys ○
ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ Parnara guttata ○ ○
ﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Pelopidas mathias ○ ○
ｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ Potanthus flavus ○

ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ Graphium sarpedon ○
ｷﾞﾌﾁｮｳ Luehdorfia japonica ○
ｷｱｹﾞﾊ Papilio machaon ○
ｸﾛｱｹﾞﾊ Papilio protenor ○
ﾅﾐｱｹﾞﾊ Papilio xuthus ○ ○ ○

ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｷﾁｮｳ Colias erate ○ ○
ｷﾁｮｳ Eurema hecabe ○ ○ ○
ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ Eurema laeta ○
ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ Pieris rapae ○ ○

ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ Everes argiades ○ ○
ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ Lampides boeticus ○
ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ Lycaena phlaeas ○ ○ ○
ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ Narathura japonica ○
ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ Zizeeria maha ○ ○

ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ Curetis acuta ○ ○
ﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ ｱｻｷﾞﾏﾀﾞﾗ Parantica sita ○
ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ Argyreus hyperbius ○ ○ ○

ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ Cynthia cardui ○
ﾙﾘﾀﾃﾊ Kaniska canace ○
ｺﾐｽｼﾞ Neptis sappho ○
ｷﾀﾃﾊ Polygonia c-aureum ○

ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ Minois dryas ○
ｺｼﾞｬﾉﾒ Mycalesis francisca ○
ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ Ypthima argus ○ ○ ○

ｼｬｸｶﾞ ﾌﾀﾏｴﾎｼｴﾀﾞｼｬｸ Achrosis paupera ○
ﾁｮｳ ｼｬｸｶﾞ ｳｽｵｴﾀﾞｼｬｸ Godonela hebesata ○

ﾏｴｷﾄﾋﾞｴﾀﾞｼｬｸ Nothomiza formosa ○
ﾏｴｷｵｴﾀﾞｼｬｸ Plesiomorpha flaviceps ○
ﾊｸﾞﾙﾏｴﾀﾞｼｬｸ Synegia hadassa ○

ｽｽﾞﾒｶﾞ ｵｵｽｶｼﾊﾞ Cephonodes hylas ○ ○
ｸﾛﾎｳｼﾞｬｸ Macroglossum saga ○

ﾋﾄﾘｶﾞ ﾎｼﾎｿﾊﾞ Pelosia muscerda ○
ﾔｶﾞ ｵｵﾊﾞｺﾔｶﾞ Diarsia canescens ○

ｵｵﾄﾓｴ Erebus ephesperis ○
ｵｵｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ Mocis undata ○
ｱｶﾃﾝｸﾁﾊﾞ Erygia apicalis ○
ｱｵｱﾂﾊﾞ Hypena subcyanea ○
ﾊｽｵﾋﾞｱﾂﾊﾞ属の一種 Zanclognatha sp. ○

目数 11 12 11 6
科数 63 63 63 13
種数 112 116 108 24

個体数 - - - 353

注1)種名および配列は「日本産野生生物目録 無脊椎動物編Ⅱ　平成7年4月　環境庁編」に準拠した。

16目 112科 280種
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第３章 保全に関する提案 

3.1 注目すべき種 

当該調査地が位置する高座山は、まとまった樹林環境を有する一方で、周辺地域が宅

地化されたことにより、動植物の生息環境としては、連続性を失った孤立したものとな

っている。そこで、当該地域の自然環境が有する生態系の現状を客観的に判断するため

に、優れた生態系を指標する「重要種」と、人間の活動の影響度合いを指標する「外来

種」の出現状況についてまとめ、今後の保全管理に関する提案の材料とした。 

 

3.1.1 重要種  

(1) 重要種の選定条件 

現地調査で確認された種を対象に、表3.1.1に示した法令や資料に定められた規準

を基に、重要種の選定を行った。その結果、植物でヒメカンアオイ1種、鳥類でカワ

ウ、アオサギ、ハイタカ、ヨタカ、アオゲラ、サンショウクイの6種、昆虫類でギフ

チョウ、ツマグロキチョウの2種、合計9科9種が重要種に該当した。各種の選定理由

については表3.1.2に示したとおりである。 

 

表3.1.1 重要種の選定条件 

 

 

分類 法令および資料の名称 対象

1 「文化財保護法 第69条」(昭和24年)
天然記念物
特別天然記念物

2
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」
(平成5年)

国内希少野生動植物(*平成
17年3月現在での指定種)

「改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物 (1) 哺乳類」
(環境省 平成13年)

「改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物 (2) 鳥類」
(環境省 平成13年)

「改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物 (3) 爬虫類両生類」
(環境庁 平成11年)

「改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物 (8) 植物Ⅰ(維管束
植物)」(環境庁 平成11年)

「環境庁報道発表資料　無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、
甲殻類等）のレッドリストの見直しについて」(環境庁 平成11年)

「愛知県の絶滅のおそれのある野生生物
レッドデータブックあいち 植物編」(愛知県 平成12年)

「愛知県の絶滅のおそれのある野生生物
レッドデータブックあいち 動物編」(愛知県 平成13年)

5
「保全を要する自然環境要素分布調査報告書 (自然環境保全基礎
調査) 」(愛知県農地林務部 平成元年)

調査対象種

3

4

レッドデータブックにおけ
るカテゴリー区分

EX：絶滅
EW：野生絶滅
CR:絶滅危惧ⅠA類
EN：絶滅危惧ⅠB類
VU:絶滅危惧Ⅱ類
NT:準絶滅危惧
DD:情報不足
LP:地域個体群
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表3.1.2 重要種の選定結果 

 

1 2 3 4 5

植物 ウマノスズクサ ヒメカンアオイ ○

鳥類 ウ カワウ ○

サギ アオサギ ○

タカ ハイタカ NT NT

ヨタカ ヨタカ NT

キツツキ アオゲラ ○

サンショウクイ サンショウクイ VU VU

昆虫類 アゲハチョウ ギフチョウ VU VU ○

シロチョウ ツマグロキチョウ VU VU

－ 9科 9種 0種 0種 4種 5種 5種

分類
選定条件

　種　名科 名

 
注1)選定条件欄の番号および略号は表3.1.1に対応する。 

 

今回の調査により確認された重要種は、国レベル(環境庁指定)で4種、県レベル(愛

知県)で9種となる。このうち、「保全を要する自然環境要素分布調査報告書(自然環

境保全基礎調査)」(愛知県農地林務部)で対象とされている種の内、カワウおよびア

オサギについては、以下の理由により、重要種の対象外とした。 

 

○カワウ 

現在では、急速な分布拡大にともない、ねぐらや営巣地などでの樹木被害や採食

地での食害が大きな社会問題となってきており、各地でカワウの有害鳥獣駆除が実

施されはじめている。また、今回の調査における確認状況は上空を通過した個体が

確認されただけであり、本種の主な生息環境は水域であることから、当該地区は本

種にとって主要な生息地ではないと考えられる。 

 

○アオサギ 

現在では、愛知県下の河川やため池、水路などでは普通に見られる種である。本

種が営巣すると、糞に含まれるリンによって樹木が枯れてしまう。また、今回の調

査における確認状況は上空を通過した個体が確認されただけであり、本種の主な生

息環境は水域であることから、当該地区は本種にとって主要な生息地ではないと考

えられる。 
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(2) 重要種の確認状況および生態等 

重要種の確認位置図は図3.1.1に示した。以下に、各種の確認状況および生態につ

いてまとめた。なお、現地調査で生態写真を撮影した種については、その写真と撮

影日もしくは採集日を掲載した。 

 

1) ヒメカンアオイ Heterotropa takaoi 

① 分布および生態 

本州中部から四国の低山帯に分布するいわゆるソハヤキ要素の一種である。本

州では三重、愛知、岐阜、長野、静岡、石川、富山、滋賀、和歌山の各県に、四

国では高知県南東部に自生する。愛知県内における個体数や分布は割に多くて広

い。すなわち平野部を除いた丘陵部や山地のほぼ全域に見られる。 

葉は卵形で2～3月に開花する。花筒は短いコップ型で上部はくびれない。花筒

内面の網目は細かく縦の条は15～21列ある。 

(参考資料：「保全を要する自然環境要素分布調査報告書」) 

 

② 確認状況 

本種の生育が確認されたのは、調査地東部の谷沿いや谷開口部の緩傾斜面など

で、広い範囲に分布している様子が確認されている。多い場所では1箇所あたり3

～5株が生育しており、生息状況は良好であると言える。 

 

③ 留意事項・その他 

葉が小さく上品なので、古くから鉢植や庭に栽培される。栽培用の採取、森林

の伐採が減少の原因となる。ギフチョウの幼虫の食草となる。 

 

写真3.1.1 ヒメカンアオイ(撮影日：平成17年5月30日) 
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2) ハイタカ Heterotropa takaoi 

① 分布および生態 

ユーラシア大陸に広く分布し、国内では主に本州中部以北で繁殖するが、四国

でも通年生息しているという報告があり、繁殖している可能性が高い。冬期は全

国で見られる。 

全長オス32cm、メス39cmのハトほどの大きさの猛禽類で、体重はオスが約150g、

メスが約300gで雌雄の差が大きいタカである。成鳥のオスは上面が暗い青灰色で、

腹部や胸部には白地にオレンジ色の細い黄斑がある。メスは上面が灰色を帯びた

暗褐色で、腹部や胸部には白地に暗褐色の黄斑がある。本州では標高700～2500m

の山地の針葉樹に枝で浅い椀型の巣を作り、4～5卵を産む。主に小鳥類を捕食す

る。 

(参考資料：「改訂日本の絶滅のおそれのある野生生物 (2) 鳥類」) 

 

② 確認状況 

1月の任意観察調査で、調査地北部の樹林上空より住宅地の方向へ飛翔する1個

体が確認された。今回の調査では特に採餌などの行動は確認されなかったものの、

本種の餌となる小鳥類は調査地に多く生息していることから、調査地やその周辺

地域を越冬場所および採餌場所として利用している可能性は高い。 

 

③ 留意事項・その他 

県内各地で記録があるが、数は少ない。越冬のためには、餌となる小鳥類が豊

富である必要があり、都市化の進展に伴い生息地が狭くなっている可能性がある。

平地や丘陵地の雑木林を保全し、様々な鳥類が越冬できる環境の整備に努める必

要がある。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

 

写真3.1.2 ハイタカ 
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3) ヨタカ Heterotropa takaoi 

① 分布および生態 

インド、ネパール、東南アジア、ロシア極東部、中国東部、朝鮮半島、マレー

半島に分布し、北方のものは冬期に南下する。日本では、九州以北に夏期に生息

する。県内では4月下旬に渡来し、平野部から山間部の明るい林に夏期に生息し繁

殖する。 

全長29cm。頭頂および上面は灰褐色で、細かく黒い虫食い状の斑がある。翼は

細長く灰白色で、黒色と橙褐色の複雑な斑がある。夜間に、甲虫、トビケラ、ガ

などの昆虫類を大きな口を開けて空中を飛びながら捕獲する。夕暮れ時から夜半

にかけて、キョキョキョとかん高い声で鳴く。昼間は、林の中の横枝に平行に止

まり休息する。特に巣材などは用いず、林縁の地上などに直接1～2卵を産卵する。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

 

② 確認状況 

5月の任意観察調査で、調査地西部のネズやアカマツが生育する尾根付近におい

て鳴き声が確認された。調査地の尾根沿いのアカマツ林は本種の繁殖場所として

相応しい環境であり、当該調査地において繁殖している可能性は高いものと考え

られる。 

 

③ 留意事項・その他 

かつては、平野部から丘陵地および山間部の雑木林に普通に生息し1972年には

名古屋市緑区でも繁殖が確認されているが、近年は、山間部を除き観察記録が少

なくなった。本種が好むアカマツ林が少なくなったことが影響しているとも考え

られるが、減少の要因は不明である。平野部の丘陵地にかけての雑木林を保全す

る必要がある。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

 
写真3.1.3 ヨタカ 
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4) アオゲラ Heterotropa takaoi 

① 分布および生態 

本州以南の日本固有種。標高1100mぐらいまでの山地の深い森に留鳥として生息

し、冬には低地へ移るものもあるが、都会へも良く現れるコゲラに比べると、よ

り自然度の高い環境を好んでいる。県下の山地に広く分布し、繁殖もしている。 

オスの顔と首は灰色、下腹部は薄い灰色で黒色横斑がある。上面は黄緑色であ

る。頭上から後頭部、顎の線が赤い。ヤマゲラとは腹部に黒色横斑がないことで

区別する。メスでは後頭部と顎の線が赤い。顔がより灰色味がかる。樹皮の中に

ひそむカミキリムシなどの幼虫を食べるほか、地上へおりて、アリもよく食べる。

幹に自ら袋型の穴を掘って繁殖する。 

(参考資料：「保全を要する自然環境要素分布調査報告書」) 

 

② 確認状況 

10月の任意観察調査で、調査地東部のコナラ林において鳴き声が確認された。

調査地東部のコナラ林は樹径の比較的大きいコナラなどの広葉樹が生育している

が、繁殖期には確認されていないことから、繁殖の可能性については不明である。 

 

③ 留意事項・その他 

樹林に生息する種であることから、ゴルフ場建設、宅地開発等に伴う自然林の

伐採等が、本種の減少の原因となりうる。 

 

 

 

写真3.1.4 アオゲラ 
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5) サンショウクイ Heterotropa takaoi 

① 分布および生態 

ウスリー、朝鮮半島で繁殖し、冬期はフィリピン、中国南部からマレー半島、

スマトラ、ボルネオなどに移動する。日本には夏期に生息し、本州と四国などで

繁殖する。愛知県内には夏期に山間部や丘陵部に生息し、春と秋の渡り時期には

市街地で記録されることがある。 

全長20cm。頭上から後頸にかけては黒色、背は灰色で下面は白色。顔は、黒い

眼線があり眉斑と額は白色。尾は長くて黒色。広葉樹林や混交林に生息し、樹上

で葉についた昆虫などを捕食する。高木の横枝に、枯茎、細い枝、樹皮を用いて

さら形の巣を作り、外部にウメノキゴケをクモの糸で張り付けることが多い。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

 

② 確認状況 

7月のルートセンサス調査でコナラ林内を鳴きながら飛翔する2個体、定点調査

で調査地東部の谷開口部の上空を東方向へ飛翔する1個体を確認した。出現時期お

よび確認環境から考えると、当該調査地を繁殖場所として利用している可能性は

高いと考えられる。 

 

③ 留意事項・その他 

夏期に山間部や丘陵地の林に生息し繁殖するが、1980年代以降数が著しく減少

し、絶滅の可能性が増大している。山間部や丘陵地の広葉樹林を保全する必要が

ある。 

 

 

写真3.1.5 サンショウクイ 
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6) ギフチョウ Heterotropa takaoi 

① 分布および生態 

本州特産種で、その分布の日本海沿岸地方の北限は秋田県鳥海山の北麓、太平

洋沿岸地方の東限は東京都の西部、西限は山口県である。県内の分布域は大きく

分けると、名古屋市東部から矢作川の支流巴川流域にかけてと、岡崎市から東三

河にわたる地域になる。 

前翅長が約35mmの小型のアゲハチョウ。淡い黄色の地に黒の縦縞をもち、トラ

の斑紋に似る。成虫はカタクリ、スミレ、ショウジョウバカマなどの花の蜜を食

餌とする。成虫は4月中旬から上旬にかけて、カンアオイ類に産卵し、幼虫はその

軟らかい新しい葉を食べて成長し、晩春には蛹となり、翌春まで、夏と冬を過ご

す。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

② 確認状況 

5月および6月調査時に、調査地東部のコナラ林の林床で、食草となるヒメカン

アオイの葉裏に付着する幼虫を多数確認した。成虫の出現時期に調査を実施して

いない為、成虫の生息は確認されていない。なお、本種の幼虫が確認された谷沿

いにはショウジョウバカマの生育が多数確認されており、成虫の食餌についても

十分であると考えられ、調査地は本種の良好な生息環境であると考えられる。 

 

③ 留意事項・その他 

環境の保全が第一と考えられる。かつて薪炭業が行われていた時代には、森林

の保護や適当な間伐が行われており、林床への陽射し、夏期の適度の温度、湿度、

照度などが保全され、カンアオイ類やカタクリ、スミレなどの吸蜜植物の生育に

良好な条件が備わっていた。減少の理由は、ゴルフ場の開設等による産地の消滅、

化学的薬物の散布による環境の汚染などが挙げられる。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

 

写真3.1.6 ギフチョウの幼虫(撮影日：平成17年5月30日) 
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7) ツマグロキチョウ Heterotropa takaoi 

① 分布および生態 

国内では、北海道以外に広く分布する。県内では、かつては秋遅くに秋型の個

体が多くの地域でみられ、発見地点で注意すれば幼虫食草であるカワラケツメイ

の群落も認めることができたが、現在は極めて少なくなり、カワラケツメイもみ

られなくなっている。春の越冬個体、夏型の成虫はもともと多く見られなかった

ので現在はより発見困難である。 

黄色の地色に黒縁や小さい斑紋、帯び等を持つ。自然の中ではキチョウとの区

別は難しい。夏型はキチョウより一般的に小さいが、黒縁のキチョウとの違いを

良く覚えなければ区別できない。幼虫はカワラケツメイを食草とする。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

 

② 確認状況 

10月の任意採集調査時に、調査地西部の尾根沿いを飛翔する1個体と、調査地北

部の草地で10個体以上を確認した。成虫の生息は確認されたものの幼虫食草であ

るカワラケツメイの生育は当該調査においては確認されていない。カワラケツメ

イは日当たりのよい原野、河原、道端、荒地に群生する１年生草本で、調査地周

辺に本種の生育する環境があり、そこで発生した成虫が当該調査地に飛来したも

のと考えられる。 

 

③ 留意事項・その他 

近年一般的な開発と里山農林業の衰退による草刈草原の減少など、カワラケツ

メイが生育出来ない状況になっている事などが本種の減少の原因の一部か全部と

考えられる。残された生息地において、前述の人為的な原因を可能な範囲におい

て除去すると共に、ツマグロキチョウを指標とした生態系の保全地域を設定する

ことが望ましい。 

(参考資料：「レッドデータブックあいち 動物編」) 

 

写真3.1.7 ツマグロキチョウ(平成17年10月6日採集) 
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3.1.2 外来種  

(1)外来種の選定条件 

現地調査で確認された種を対象に、「外来種ハンドブック 日本生態学会 2002

年」の外来種リストを参考に、外来種の選定を行った。その結果、植物で20種、哺

乳類でアライグマ1種、鳥類でコジュケイ1種、昆虫類でアオマツムシ、アワダチソ

ウグンバイ、モンシロチョウの3種、合計13科25種の外来種が確認された(表3.1.3)。 

 

表 3.1.3 調査範囲で確認された外来種 

分類 科　名 種　名

植物 ナデシコ オランダミミナグサ
コハコベ

マメ アレチヌスビトハギ
ハリエンジュ

アマ キバナノマツバニンジン
オオバコ タチオオバコ
キク キダチコンギク

ウラジロチチコグサ
ブタナ
セイタカアワダチソウ
ヒメジョオン

ユリ タカサゴユリ
アヤメ ニワゼキショウ
イネ メリケンカルカヤ

ヒメコバンソウ
イヌムギ
ネズミムギ
オオクサキビ
シマスズメノヒエ
モウソウチク

哺乳類 アライグマ アライグマ
鳥類 キジ コジュケイ
昆虫類 マツムシ アオマツムシ

グンバイムシ アワダチソウグンバイ
シロチョウ モンシロチョウ

－ 13科 25種  

これらのうち、特に従来の生態系に悪影響を及ぼす可能性が高い種や、その存在

目立つ種などについて、現地調査での確認状況を踏まえた上で、注目すべき外来種

として抽出した。その結果、植物ではセイタカアワダチソウ、キダチコンギク、タ

カサゴユリの 3 種、哺乳類ではアライグマ、昆虫類ではアオマツムシ、アワダチソ

ウグンバイの 2 種を注目すべき外来種として選定した。 
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(2) 注目すべき外来種の確認状況および生態等 

注目すべき外来種について、以下に各種の確認状況および生態についてまとめた。

なお、現地調査で生態写真を撮影した種については、その写真と撮影日を掲載した。 

 

1) セイタカアワダチソウ 

① 分布および生態 

北アメリカ原産の多年生草本。地中を横走する粗大な根茎から直立する茎を出

し、高さ2.5mに達する。茎と葉に短毛が密生し、ざらつく。葉は皮針形で、縁に

は低く不揃いの鋸歯があり、やや密に互生する。秋に茎の上部に多数の枝を出し、

直径5mmほどの黄色い頭状花を密に穂状に着ける。痩果は長さ1mm、汚白色の冠毛

がある。明治年間に観賞用に導入されたと言われるが、第二次世界大戦後に温暖

地を中心に広く帰化した。空き地や河川敷に大群落をつくる。 

(参考資料：「日本帰化植物写真図鑑」2001年、全国農村教育協会) 

 

② 確認状況 

調査地北部のススキ群落、ヨシ群落に混生していた。現状では群落を形成する

ほど繁茂していないが、パッチ状に群生しているところがみられた。 

 

③ 留意事項・その他 

セイタカアワダチソウは、一度定着すると地下茎によって急激に広がり、2～3m

という高茎によって在来種などの先住者を駆逐し、完全な優占群落を形成するた

め、今後、繁茂することがないように留意する必要がある。 

年3回以上の刈り取りによりセイタカアワダチソウの繁茂を抑えることができ

る。 

(参考資料：「外来種ハンドブック」2002年、日本生態学会) 

 

写真 3.1.8 セイタカアワダチソウ(撮影日：平成 17 年 10 月 6 日) 
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2) キダチコンギク 

① 分布および生態 

北アメリカ原産の多年生草本。太く短い根茎がある。茎は多くの分枝を出して

株立ちとなり、高さ40～120cm。枝は茎に対して直角に出、先端は下垂する。葉は

互生、皮針形から倒皮針形、しばしば鎌形に曲がる頭状花は多数で白色。舌状花

は20個内外、筒状花は黄色。花期は秋。日本には、朝鮮戦争の時、北九州に渡来

したとされ、四国、東海地方に広がっている。 

(参考資料：「日本帰化植物写真図鑑」2001年、全国農村教育協会) 

 

② 確認状況 

セイタカアワダチソウと同様、調査地北部のススキ群落、ヨシ群落に混生して

いた。セイタカアワダチソウと比較すると生育量は少なかった。 

 

③ 留意事項・その他 

現状では、セイタカアワダチソウほど他の植物を駆逐し、生態系に大きな影響

を与える種として注目されていないが、セイタカアワダチソウと同様、株立ちす

るという性質があることから、今後、繁茂することがないように留意する必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.1.9 キダチコンギク 

(引用：「日本帰化植物写真図鑑」2001 年、全国農村教育協会) 
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3) タカサゴユリ 

① 分布および生態 

台湾の原産で、19世紀の末にイギリスに花卉として導入されて以来、観賞用に

各国で栽培されている多年生草本。地下の黄色味を帯びた百合根状の鱗茎から

1.5mほどに達する直立茎を出し、幅約1cm、長さ15cmほどの線形の葉をやや密につ

ける。夏から秋にかけて茎の頂部に長さ15cm、直径13cmほどのラッパ状の6弁の花

を総状につける。花の内部は乳白色、外側は紫褐色を帯びる。我が国には1924年

に導入され、園庭や切り花用に栽培されてきたが、種子の発芽から6ヶ月ほどで開

花するため、近年各地で野生化して道端や堤防法面などで繁殖している。 

(参考資料：「日本帰化植物写真図鑑」2001年、全国農村教育協会) 

 

② 確認状況 

セイタカアワダチソウ、キダチコンギクと同様、調査地北部のススキ群落、ヨ

シ群落に混生していた。セイタカアワダチソウ、キダチコンギクと比較すると生

育量は少なく、ススキ群落、ヨシ群落に点々と散生している程度であったが、秋

期調査時にはラッパ状の白い大きな花をつけていたため、目立っていた。 

 

③ 留意事項・その他 

キダチコンギクと同様、現状ではセイタカアワダチソウほど他の植物を駆逐し、

生態系に大きな影響を与える種として注目されてない。しかし、自家受粉するこ

と、短期間で成長し開花できること、貧栄養の土壌でも生育することなどの性質

により、最近急速に広がっているとされており、今後の動向に留意すべき種であ

る。 

(参考資料：「日本の帰化植物」2003年、清水建美編) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真3.1.10 タカサゴユリ(撮影日：平成17年10月6日) 
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4) アライグマ Procyon lotor 

① 分布および生態 

本種は北米原産のネコ目アライグマ科に属する種で、外見的には顔の黒い帯と

尾の縞模様に特徴がある。蹠行性の歩行のために足跡は明瞭に残り、5本指の形状

とその大きさから在来哺乳類との区別は容易である。夜行性で、森林や湿地帯、

市街地まで多様な環境に生息するが、一般的には水に近い場所を好む。食性は雑

食性で動物全般から果実、野菜、穀類まで幅広い。 

(参考資料：「外来種ハンドブック」) 

 

② 確認状況 

1月の哺乳類調査で、コナラ林に設置した自動撮影装置により成獣と思われる個

体を撮影することが出来た。撮影状況から、夜間に単独で活動している個体が撮

影されたと考えられる。また、沢沿いでは水中に排泄された糞が確認されている。 

 

③ 留意事項・その他 

一般的に、本種の侵入の影響としては、農業被害やアライグマ回虫症といった

人間生活への直接的被害のほかに、捕食・競合による在来種への影響が危惧され

る。特に調査地では里山の哺乳類として代表的なタヌキの生息が確認されており、

両者の食性が比較的似通っていることから、食餌やナワバリをめぐって競合する

可能性が考えられ、在来のタヌキに及ぼす影響が懸念される。 

(参考資料：「外来種ハンドブック」) 

 

 

   
    

写真3.1.11 アライグマ(平成18年1月11日撮影) 
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5) アオマツムシ Truljalia hibinonis 

① 分布および生態 

本種はバッタ目マツムシ科に属し、体長約30mm、メスは全体が緑色、オスは背

中に茶色の斑紋を持つ。中国原産で、国内では1898年(明治31年)に東京赤坂のエ

ノキから初めて確認され、1980年頃からカキやナシの害虫として注目され始めた。

樹上生活性で、街路樹などでリィーリィーとよく通る声で鳴く。成虫は晩夏から

秋にかけて見られる。 

(参考資料：「外来種ハンドブック」) 

 

② 確認状況 

7月の昆虫類任意採集調査において確認された。 

 

③ 留意事項・その他 

本種の侵入の影響としては果樹の食害が挙げられるが、防除手段としては果実

の袋がけが有効とされている。苗木などに産卵された卵の持ち込みの他、木から

木への短距離の飛翔移動、正の走光性による灯火への飛翔移動によって分布を拡

大している。 

(参考資料：「外来種ハンドブック」) 

 

 

 

写真3.1.12 アオマツムシ幼虫(平成17年7月14日採集) 
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6) アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata 

① 分布および生態 

本種はカメムシ目グンバイムシ科に属し、体長約3mm、周縁に小棘を列生し、上

翅には褐色のまだら模様を有する。中南米原産で、国内では2000年に兵庫県西宮

市のセイタカアワダチソウから初めて確認され、その後爆発的に分布を拡大した。

キク科のセイタカアワダチソウを主な寄主植物とするが、個体数が多くなるとキ

クやヒマワリ等、キク科の園芸植物の他、サツマイモ、ナス等の作物も加害する

ようになる。春から秋にかけて数回発生し、成虫で越冬する。 

(参考資料：「農技情報 No.121 奈良県農業技術センター 2005年」) 

 

② 確認状況 

7月および10月の昆虫類任意採集調査において確認された。 

 

③ 留意事項・その他 

本種の侵入の影響としては花卉および農作物への被害が挙げられる。セイタカ

アワダチソウは今や北海道から沖縄までの広い範囲で蔓延っており、今後もアワ

ダチソウグンバイの分布は拡大するものと予想される。在来のグンバイムシ類の

場合は天敵によって発生数がコントロールされているが、アワダチソウグンバイ

には天敵が存在しないため、このことも激発を招く要因となっている。本種は殺

虫剤には比較的弱く、スミオチンやオルトラン等の定期的な散布が最も確実な防

除法とされている。 

(参考資料：「農技情報 No.121 奈良県農業技術センター 2005年」) 

 

 

 

写真3.1.13 アワダチソウグンバイ(平成17年7月14日採集) 
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3.2 まとめと提案 

高蔵寺一帯では、昭和40年代前半に始まった高蔵寺ニュータウンの建設をきっかけに、

平坦地に多く見られた畑地や水田などの農耕地は著しく減少し、丘陵地の一部が住宅地

やニュータウンの取り付け道路として利用されるなど、動植物の生息環境は著しい変貌

を遂げている。当該調査地が位置する高座山は、まとまった樹林環境を有する一方で、

道路の整備や宅地化の影響により、周辺の河川や丘陵地とは連続性を失った生態系が成

立しており、動植物の生息・生育環境としては多様性を欠いている。 

また、近代社会における交通網の発達や交通機関の高速化、大量輸送が可能になった

ことにより、日本には諸外国から多種多様な動植物が輸入され、その一部が外来種とし

て国内に定着している。外来種が従来の生態系へ及ぼす影響については、その現状認識

を受けて、2004年6月に「特定外来生物による生態系等に係わる被害の防止に関する法律」

が制定され、翌年2005年6月に施行されており、社会問題としても無視することは出来な

い状況となっている。 

今回の調査対象である高蔵林特別緑地保全地区においては、ヒメカンアオイ、ヨタカ

やサンショウクイ、ギフチョウなど、保護対策が必要と考えられる重要種が確認されて

いる一方で、セイタカアワダチソウやキダチコンギク、アライグマ、アワダチソウグン

バイなどの外来種も確認されており、これらは今後緑地の保全管理方法を検討する際に、

配慮が必要な種として位置付けることが出来る。現地の状況を踏まえた上で、必要と考

えられる配慮事項等を表3.2.1に整理した。また、配慮が必要とされる箇所について図

3.2.1に図示した。これらを、今後の保全管理方法を検討する上での参考資料として提案

する。 

 

表3.2.1 注目すべき種の生育・生息環境および保全管理に関する配慮事項 

注目すべき種
の生育・生息環境

重要種 外来種 保全管理に関する配慮事項

東部のコナラ林
ヒメカンアオイ・サン
ショウクイ・アオゲ
ラ・ギフチョウ

－
沢沿いの湿潤な立地の保全
コナラ等の大木の保全
常緑低木の除伐

北部の草地 ツマグロキチョウ
セイタカアワダチソ
ウ・キダチコンギク・
タカサゴユリ等

定期的な草刈りによる外来種定
着の防止

尾根沿いの
アカマツ群落

ヨタカ －
アカマツ林の保全
繁殖阻害の防止
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図3.1.2　注目すべき種の生育・生息環境および配慮すべき事項

草地環境
○注目すべき種
　セイタカアワダチソウ、キダチコンギク等、多くの外
来種が確認されているほか、重要種であるツマグロキチ
ョウが確認されている。

○配慮すべき事項
　セイタカアワダチソウをはじめとする外来種の生育お
よび定着を抑制することを目的とし、定期的な草刈りを
実施する。

アカマツ群落
○注目すべき種
　重要種であるヨタカの生息および繁殖の兆候が確認さ
れている。

○配慮すべき事項
　アカマツ林の保全を目的とし、林床を暗くしているサ
カキ、ソヨゴ、ネジキなどの常緑広葉樹や、枯死および
衰弱したアカマツの除伐をおこなう。

コナラ群落
○注目すべき種
　ヒメカンアオイ、サンショウク
イ、アオゲラ、ギフチョウ等、多
くの重要種が確認されている。

○配慮すべき事項
　現状維持を基本とする。低木層
に見られる常緑広葉樹の除伐を行
う。
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